
令和６年 １１月のしろくま薬局“壁新聞”

11月15日は七五三

２０２４年度の福岡県庁のクールビズ期間は ＜５月１日～１０月３１日＞ でした

学校の制服の衣替えは「６月１日からと１０月１日から」というのが一般的でしたが、今は、中間服対応もあります

JPS しろくま薬局のおすすめ
【効能・効果】

感冒の初期、
鼻かぜ、鼻炎、
頭痛、肩こり、
筋肉痛、
手や肩の痛み

「七五三」は平安時代のころから宮中で行われていた３つの儀式が基になっているお祝です。
当時は子どもの死亡率が高く、７歳までは“神の子”と扱われていたそうです。子どもの健やかな成長
を願い、３歳５歳７歳の節目に成長を神様に感謝しお祝いしたのが「七五三」の由来だそうです。
現在のような形が出来上がったのは大正時代以降だそうです。
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３歳５歳７歳が節目の理由は「３歳で言葉を理解し」「５歳で知恵がつき」「７歳で乳歯が生え替わる」
という成長の節目の歳のためともいわれています。

平安時代のころから宮中で行われていた３つの儀式とは・・・
「３歳：髪置（かみおき）」
平安時代のころは男女とも３歳ころまで丸坊主で育てる風習がありました。
３歳のころ髪を伸ばし始める「髪置の義」が行われていました。

「５歳：袴着（はかまぎ）」
平安時代は５～７歳のころ、男女とも正装である袴を始めて
身に着ける「袴着の儀」が行われていました。
江戸時代に男のみの儀式に変わっています。

「７歳：帯解き（おびとき）」
男女とも９歳で、大人と同じ着付けにするために、子どもの着物の付紐を外し初めて帯を締めてあげる
「帯解きの儀式」を行っていました。江戸時代後期から７歳の女の子が行う儀式に変わっています。

七五三のお宮参りや写真撮りを前後にずらす方も多く、この時期は可愛いおめかしをした子どもさんを多く目にします

日本には「春」「夏」「秋」「冬」四季があります
気象庁では四季の月を次のように定めています
「春」３月４月５月 「夏」６月７月８月
「秋」９月10月11月 「冬」12月1月2月

温暖化のせいでしょうか・・・
       近年は秋が短くなり

夏から一気に冬
というような季節感になっています

春 夏

秋 冬

「秋バテ」 という言葉があります
・原因：自律神経の乱れ
・全身症状： 疲れ、だるさ、不眠
・局所的症状：頭痛、肩こり、関節痛
・メンタルの症状：やる気が出ない、憂鬱

ヒトの体は 秋の時間を使って
冬に対応できるからだに変化します

対応策：規則正しい生活
適度な運動 入浴（湯船に浸る）
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